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小
見
川
地
区
小し

ょ
う

路じ

に
所
在
す
る
須す

賀が

神
社
は
、
戦
国
時
代
に
は
統
治
者

で
あ
る
粟
飯
原
氏
が
祈
願
所
と
し
て

い
た
と
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
に
な
り

領
主
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
時
々
の
領

主
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
小
見
川
の
黒
部
川
西
側
６
町
の
鎮

守
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
中
・
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
小

見
川
祇
園
祭
は
、
屋
台
が
曳
き
廻
さ

れ
る
地
区
を
代
表
す
る
行
事
で
す
。

　
現
在
の
小
見
川
地
区
に
は
６
台
の

屋
台
が
存
在
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
４

輪
で
上
下
に
重
な
る
２
層
の
高こ

う

欄ら
ん

を

持
ち
、
上
部
の
高
欄
の
上
に
は
唐か

ら

破は

風ふ

屋
根
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
曳

き
廻
し
中
は
下
部
の
高
欄
と
屋
台
の

中
で
囃は

や

子し

が
演
奏
さ
れ
、
時
折
屋
台

を
停
止
さ
せ
る
と
囃
子
に
合
わ
せ
て

曳
き
手
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
上
部
の
高
欄
で
歌
謡
な
ど
の
芸

能
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
芸
能
の
披
露
が
終
わ
る
と
囃
子

の
演
奏
が
始
ま
り
、
曳
き
廻
し
が
再

開
さ
れ
ま
す
。

　

小
見
川
地
区
は
明
治
13（
１
８
８

０
）年
・
20（
１
８
８
７
）年
・21（
１
８

８
８
）年
に
大
火
に
あ
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
か
資
料
が
少
な
く
祇
園
祭

に
屋
台
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

時
期
は
不
詳
で
す
が
、
江
戸
時
代
後

期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
造
年

が
分
か
る
最
古
の
屋
台
は
明
治
19

（
１
８
８
６
）年
建
造
の
川
端
の
も
の

屋
根
を
持
つ
芸
能
の
舞
台
と
な
る
こ

と
で
あ
り
、
佐
原
の
山
車
は
屋
根
が

な
く
、
人
形
な
ど
の
飾
り
物
を
置
く

場
で
あ
る
こ
と
で
す
。
小
見
川
の
屋

台
と
同
様
に
屋
根
を
持
つ
屋
台
は
多

古
町
、
東
庄
町
に
見
ら
れ
、
佐
原
の

山
車
の
よ
う
に
人
形
を
飾
る
山
車
は

茨
城
県
潮
来
市
、
鹿
嶋
市
、
行
方
市

な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。
各
地
で
は
最

上
部
の
屋
根
の
有
無
、
使
い
方
な
ど

の
独
自
の
発
展
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
風
流
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
見
川
祇
園
祭
の
屋
台
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
に
「
須
賀
神
社
・
小

見
川
祇
園
と
小
路
町
屋
台
」
が
出
版

さ
れ
、
小
路
の
屋
台
を
中
心
に
全
て

の
屋
台
と
祇
園
祭
に
つ
い
て
資
料
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
す
。
６
台
の

屋
台
の
大
ま
か

な
構
造
は
佐
原

の
山
車
の
特
徴

を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
す
。
大

き
な
違
い
は
小

見
川
の
屋
台
は

上
部
の
高
欄
が
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▲須賀神社

▲川端の屋台の曳き廻し

香取市の魅力を再発見！　香取市×慶應義塾大学SFC研究所

香取市の魅力再発見！

香取市の魅力再発見！

香取市スローシティプロジェクト 

香取市の魅力再発見！
「
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▼詳細はコチラ

令和８年度の活動開始に向けて
    こんにちは！　慶應義塾大学飯盛義徳研究室スローシティ
プロジェクトの中村です。今年度もたくさんの人たちに応援
していただけるようにまい進してまいります。
  私は昨年度の途中からプロジェクトに参加し、ワークショッ

プや巡回展に参加し
ました。今年度は、
年度初めからの参
加ということで気合
いが入っています！　
今年度の目標である
「スローシティとい
う概念の認知度拡
大」に向けて、私た

ち自身もさまざまな角度からの活動を考えていきたいです。
　私はゼミの別プロジェクトでリーダーを務めており、その
活動の一環で地域のFM局でラジオ番組
のパーソナリティをしています。今年度
の活動の一つであるポッドキャスト「ゆっ
くりかっとり」の配信では、今まで培って
きた経験を発揮していきたいです。また、
プロジェクトとしては年度末にマルシェ
を開けないかと模索しています。
　日頃活動を支えてくれる人たちへ
の感謝を忘れず、その期待に応える
ため、多くの挑戦を行っていきたい
と思います！

慶應義塾大学
飯盛義徳研究室

中
なか

村
むら
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久
く

さん▲「ゆっくりかっとり」取材の様子
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